
令和３年度 実践のまとめ 

３年 音楽 音楽で届けよう！ふるさと二川への想い（俳句）をメロディにのせて 

                              

１ 題材構想文 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 題材構想図



・さまざまな和声進行やつくったマイメロディをいつでも音で聴いて試したり，確かめたりして追究

がすすめられるよう，タブレットのMuseScore３ソフトを活用できる場を設定する 

３ 見いだす段階のてだて（浸り場・着火）と生徒 aの問題意識の高まりについて 
 
 
 
 
 
 題材の導入では，給食の BGM として二中生の心にヒットする音楽を
提供したいという意図や思いがもてるよう，会食中に流れる音楽に問
いをもつ生徒が描いた４コマ漫画劇場【資料 1】を鑑賞する場を設けた
（てだてＡ：浸り場）。生徒 aはその考えに共感した。そして，黙食中
でも音楽を楽しんでほしい思いを「かすかに鳴る・響く恋歌と・そし
ゃく音」という歌詞に込めた。マイリズムづくりでは，同じ言葉でも，
リズムを変えれば言葉のもつイメージが大きく変化することに気づい
た。気持ちの高まりをそしゃく音で繰り返し表現した，短い音符のリ
ズム（そしゃく音！そしゃく音！）など。マイリズムづくりに十分浸
った生徒 a は，マイメロディづくりへの意欲を高めた。そして，ヒッ
ト曲に共通する秘密は何だろうという問いをもち，世の中でヒットし
ている楽曲への興味をもち始めた。生徒 a は，中毒性のある歌詞やリ
ズムが共通する秘密だと考えていた。教師は，和声進行の和音から音
の高さを選ぶ技法に気づけるよう，パターン化された和声進行がある
と気づいた生徒の意見を取り上げ，調べた曲や和声進行のパターンを
いくつか提示するよう促した（てだてＢ：着火）。話し合い後の振り返
りに生徒 aは，「和声進行からメロディをつくる技法があることを知っ
た。生徒の心に響く中毒性のある曲をつくりたいから，おしゃれで独
特な雰囲気をもつ丸サ進行でマイメロディをつくりたい」と記入し，
問題意識を高めることができた。そして，『二中生の心にヒットするマ
イメロディをつくるにはどうすればよいか』という問題が生まれた。 
４ 解き明かす段階の２つのてだて（浸り場・着火）の検証 
（１） 浸り場のてだてについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 生徒たちは歌詞・リズム・音の高さなどの視点から，MuseScore3を活用して 8小節のマイメロ
ディをつくる個人追究を始めた（てだてＣ：浸り場）。生徒ａは，恋する気持ちに胸を躍らせ，自
分のそしゃく音を高らかに鳴らす姿を思い，歌詞とリズムに表現していた。「簡単にマイメロディ
ができそう」という生徒 aであったが，高さ選びには，苦労しているようであった。「そしゃく音」
という歌詞の部分を，おしゃれに，かつ，ミステリアスな雰囲気で心に響くようにしたいけれど，
同じリズムを繰り返しただけでは変化が少なくてしっくりこない。どうすればよいかと。そこで
教師は，生徒 a に「音読してみたら何かアイディアが
浮かぶのでは」と，助言した。生徒 a は，１回目と２
回目のそしゃく音のリズムは変えず，音の高さをオク
ターブ低く変えることで，そしゃく音の存在感をより
強調するようにした【資料２】。そして，「そしゃく音
が心地よく響くメロディがつくれた。でも，前半後半
が同じ感じになるので，後半部分をもう少し変えてみ
たい」と振り返りに記録した。 
つくったマイメロディを，選択した和声進行に合わ

せ何度も再生したり，リズムや音の高さをワークシー
トで確認したりする教材に浸る機会を設定したてだて
Ｃは，個人の課題を解決したり，確かめたりするうえ
で有効であり，考えを深める力の高まりが感じられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】生徒 aのマイメロディ（第６時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】生徒が描いた４コマ漫画 

見いだす段階での生徒 aの姿 

・「おしゃれで独特な雰囲気をもつ丸サ進行でマイメロディをつくりたい」という思いをもっている 

 

単元前の生徒 aの姿 

・生活が楽しくなるような曲をつくってみたい思いはあるが，楽曲分析や鑑賞では，自分の聴き方や考 
え方を音楽的根拠に基づいて相手に伝わるよう説明することが苦手である 



（２） 着火のてだてについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 第８時では，聴いてもらう人にも思いが
伝わる旋律の動きになっているかについて
個人追究をもとに話し合った【資料３】。生
徒ａは「和声構成音なら，心地よくきれいな
メロディが簡単につくれた」と発言した。生
徒 a と同様に自己満足している生徒は少な
くはなかった。そこで非和声構成音を使っ
て，より自分の思いを旋律の動きに表現し
ようと考えている生徒 c を指名し発言を促
した（てだてＤ：着火）。「和声構成音ではな
いけど非和声構成音を使ってみた」という
生徒ｃの発言をきっかけに，生徒たちは恋
するﾌｫｰﾁｭﾝｸｯｷｰのメロディを和声構成音だ
けでつくったとしたらどうなるか，と偽恋
チュンと恋チュンの比較鑑賞を行った。そ
の後生徒ａは，非和声構成音をところどこ
ろに使っては旋律の動きを何度も確かめて
いた。そして振り返りには，「非和声構成音

のレを入れたことで，和声構成音だけでは表現できない音の深みを出せた」と述べた【資料４】。
新たな考え方を取り入れ，マイメロディを見つめ直そうとする生徒ａの変容が感じられた。 
他の生徒たちも「隣り合う音で非和声構成音を使うとおしゃれな感じになる」と語り，和声構

成音だけでなく，非和声構成音を利用すると旋律の動きがなめらかな感じやおしゃれな感じにな
ると非和声構成音の存在意義を共有することできた。これらのことから，非和声構成音に目を向
けた生徒の意見を取り上げたてだてＤは有効であり，考えを深める力の高まりが見られた。 
５ 動きだす段階のてだて（浸り場）と未来を創造しようと動きだす生徒の姿について 
 題材の終末に，教師は互いのマイメロディを聴き合い，学校生活の中で音楽が役立ちそうな場
面はないかを考える場を設定した（てだてＥ：浸り場）。生徒 aは，仲間のマイメロディを聴いて
「音域の変化が大きくて，二分音符の部分がのびやかで幸せという歌詞をゆったり表現していて
素敵なメロディ。思いの詰まったメロディは，会食中の二中生にヒットすると思う。生徒会ラジ
オで紹介する形であれば，みんなのマイメロディを利用できるのではないか」と振り返りに書い
た。生徒 a は，個人追究から創作についての知識を得たり，友達の意見を踏まえて表現したい思
いを旋律の動きにどうかかわらせるかついて考えを深めたりしたことがわかる。そして，よりよ
い学校生活するために音楽を役立てたい，また生活に生かしたいと考えていることがわかる。 
 

生徒ｂ：和声構成音でメロディをつくるとまとまり感がある。 

生徒 a：和声構成音なら，心地よくきれいなメロディが簡単につく
れた。 

教 師：ｃさんは，どう思っているのかな。 

生徒ｃ：和声構成音だけだと，使える音が限られているので大変。
私は終わる感じを出すため，和声構成音ではないけど非和
音構成音の「ド」を使ってみた。 

教 師：なるほど。やるしかなかったんだね。では聴いてもらう人
にも思いが伝わる旋律の動きになるのか比較してみよう。 

 

 
 
 

（和声構成音だけの偽恋チュン） （非和声構成音がある恋チュン） 
教 師：どうだろう。 
生徒 a：偽恋チュンと本物の恋チュンはぜんぜん違うメロディだ。 

生徒ｄ：隣り合う音で使うとおしゃれな感じがする。 
生徒 e：跳躍ばかりしていたところに非和声構成音をつかえば，な

めらかな感じがだせそうだ。 

【資料３】問題「聴いてもらう人にも思いが伝わる旋律の動きに 
なっているのか」についての話し合い（第８時） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

【資料４】生徒 aの修正したマイメロディと振り返り（第８時） 

・考えを深めることができるように，「非和声構成音を使用した旋律の動きに修正したい」と考えた

生徒を意図的に指名し，比較鑑賞から気づいた非和声音の存在を，楽譜上にマークなどで視覚化

して説明するよう促す 

 

教材に浸った生徒 aの姿 

 『二中生の心にヒットするマイメロディをつくるにはどうすればよいか』という問い対して，「そし
ゃく音が心地よく響くメロディがつくれた。でも，前半後半が同じ感じになるので，後半
部分をもう少し変えてみたい」という考えを構築した。 
 
 
 

未来を創造しようと動きだす生徒 aの姿 
 「思いの詰まったメロディは，二中生の心にヒットする。生徒会ラジオで紹介する形で披露すれば，
みんなのマイメロディを利用できるのではないか」と自分の考えを構築し，よりよい学校生活のため
に音楽を提供していこうという思いをもつことができた。 

 


